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お気軽に
お電話
ください

ゆうらいふ
〒524-0214 守山市立田町 1231-4　
デイサービス 総合事業 いきいき未来戦略部（事務局）

すいれん グループホーム
〒524-0001 守山市川田町 1541-4

デイサービス 保育所

花   梨 小規模多機能型居宅介護事業所
〒524-0214 守山市立田町 4135-1

グループホーム 事業所内保育所（認可）

☎ 077-585-4070

憩　 い

〒524-0014 守山市石田町 735-3　

小規模多機能型居宅介護事業所居宅支援事業所

☎ 077-584-2300

☎ 077-584-2772

☎ 077-599-0531
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バトンを渡した⼈︓⽶⽥美⾥さん（看護師） 2026年1⽉号登場

えとう　　まなみ

介護福祉士国家試験
合格おめでとう！

春を呼ぶ獅子舞
伊勢太神楽が来ました

い  せ  だ  い  か  ぐ  ら 

江戸時代から続く、伊勢の神様に代わっ
てお札を届ける代行参拝の風習です。
笛と太鼓の音色と共に獅子が舞い、
頭を噛んで厄を払う姿は守山の
春の風物詩。 
　　

今年も皆様の無病息災と、
たくさんの福を祈願しました。

ペーパードライバーからスタートした訪問看護でしたが
今年で 9年目となります。
自宅へ訪問し色々な話を伺いながら、悩み事に対しどう
したらいいかを一緒に考え方法を探っていく過程が大切
なんだと感じています。また今までの人生を語ってくだ
さる方もおられ沢山の学びもありやりがいのある仕事だ
と思います。
プライベートでは独身時代は旅行や美術館が好きでよく
行っていました。しかし子供が産まれてからはあまり行
けておらず一緒にいろんな世界を旅してみたいなと空想
しています。



　NPO 法人ゆうらいふは滋賀県守山市内に 4 拠点を構
え、通所介護、訪問介護、訪問看護、小規模多機能、定
期巡回、グループホーム、保育所などを展開する。
1991 年に北欧の高齢者ケアに触れ、日本での実践を志
した。介護保険制度開始直前の 1999 年に居宅介護支援
事業所を開設し、地域に根差した歩みを続けてきた。

2004 年開設のデイサービス「リハビリサポートゆうらい
ふ」は、トレーニングルームを備えたリハビリ支援型通所介
護である。健康相談、リハビリ、入浴を通じ、自立した生活
を支える個別機能訓練を行う。ガラス窓を多用し、閉塞感の
ない設計が特徴で、利用者と職員の空間が一体となる開放的
な造りだ。他拠点も同様のコンセプトで設計されている。
　男性利用者が比較的多い。「率直に『また来たいですか』
と尋ねると、この開かれた雰囲気を気に入ってくださり、
肯定的な言葉が返ってきます」と理事長の山田亘宏さん。
自身も 80 歳となり、今後団塊世代が利用者となる時代
を見据える。

　山田さんは2003年から2011年まで守山市長を務め、
「市民が主役のまちづくり」「住みやすさ日本一」を掲げた。
2008年にはJR守山駅構内に「働き・暮らし応援センター」
を開設するなど、福祉を基軸とした市政を展開した。
　原点は 1991 年のデンマーク視察にある。法人専務で
あり事業を立ち上げ推進してきた妻の登喜子さんととも
に福祉現場を見学した。同行者から日本でも介護保険制
度が創設されると聞き、家族、とりわけ嫁の役割とされ

がちだった介護を社会全体で支える理念に共感した。
登喜子さんは 1998 年度の第 1 回介護支援専門員試験
に合格。亘宏さんも市長 3 選を目指さず、退任した 15
年に受験してケアマネジャー資格を取得した。
　運営方針は、利用者本位、法令順守、安全配慮義務
の徹底、そして継続的なサービスの質向上である。法
令を「縛り」ではなく「前に進むための道具」と捉え、
制度改正や加算を自由度を高める機会と見る。要件を
読み込み、早期に申請し確実に算定する姿勢を貫く。「一
歩先」「ファーストペンギン」が重要だと学び、助成金
や研修事業を活用して基盤を築いてきた。株式会社化
や社会福祉法人化の流れの中でも NPO 形態を維持し、
会計公表による透明性を強みにする。批判には「ぜひ
見に来てください」と応じる姿勢だ。
ケアの最前線はケアワーカーであり、ケアマネジャーが
上位に立つという発想はない。観察力、コミュニケーショ
ン力、本人意思の確認を徹底する。服装や立ち居振る舞い
にも配慮し、介護職の社会的ステータス向上を目指してきた。
スタート時は看護師 3 人だったが、2025 年 4 月時点
の職員数は185人に拡大した。ケアマネジャー22人、社
会福祉士8人、介護福祉士36人、看護師28人、PT・OT7人、
歯科衛生士5人、管理栄養士・栄養士5人、保育士22人、
柔道整復師 1 人を擁する。事業所の拡大に伴い利用者延
べ数も増加し、2024年度は8万6000人を超えた。
　「介護現場における生産性向上推進フォーラム 2024」で
は、ケアプランデータ連携システム導入の取り組みを発表
した。さらに ACP（アドバンス・ケア・プランニング）研修を全職員
が 3 回受けている。「10 年以上前から『あなたは命の主
人公。人生最期の生き方は自分で決める』ことを目指し
てきました」と登喜子専務。デンマークで学んだ「自分の
ことは自分で決める」という理念を、地域で具現化している。

理事長　山田 亘宏
花の季節がやってまいりました。
今年の冬も結構寒い、冷たい日が多く、皆さんも難儀をされたことと思います。
その分、「今年も桜の花に巡り会えた」という喜びも大きいと思います。

「年ごとに花のさかりはありなめど、相見んことは命なりけり」（古今和歌集）
今年の春も、桜の花の美しさに出会える事が出来た、命あってのありがたさである事よ
貴女とともに、来年も是非、花を見よう、見ないでおくものか！

今年度もゆうらいふのご利用のほど、よろしくお願い申し上げます。
①転倒骨折はバツ！  ②肺炎はパス！  ③蛋白をしっかり補って  ④リハビリはサボらず  ⑤笑いを仲間に
これらを合言葉に、元気に過ごして参りましょう。

「住み慣れたわが家で最期まで」
　　　　　　　    　　　　　   ＮＰＯゆうらいふの挑戦

シルバー産業新聞 2026 年 3月 10 日号
「活き活きケア」―連載 220―（掲載の許可を得て原文のまま掲載しています）
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